
の原因となりますので付着した場合には速やかに拭き取ってください。

油性インク（マジック）や塗料等の付着した場合、除去が困難なため注意

してください。

樹脂は熱で変形する事があるので、アイロン、ストーブなどの熱源に

   たわし、金属のブラシなどでこするとキズがつくので使用しないでください。

1．水を含ませた柔らかい布やスポンジなどで汚れを落としてください。

近づけないでください。

　またはスポンジで洗ってください。

レール部分にたまった砂やゴミをそのままにして使用を続けると、キズの

原因となりますので、汚れがついたら早めにお手入れをしてください。

【お願い】

変色・変質の原因となりますので、お手入れの際には、シンナー、ベンジン、

アルコール、磨き粉、酸性・アルカリ性洗剤などは使用しないでください。

また、ガラスクリーナーや殺虫剤等が付着した場合にも変色やひび割れ等

2．水洗いで取れない汚れは、中性洗剤をぬるま湯で溶かして、柔らかい布、

よくあるお問合せ

樹脂製内窓のお手入れ方法を教えてください。

樹脂製品は、アルミニウムなどの他の材質と比べると、キズがつきやすい

性質があります。
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